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科 目 名 

キャリア教育特論 

科目コード 21P-B1 

 

科目群名 
専門科目 

（学校教育領域） 

Advanced Seminar on Career 

Education 

必修／選択 選択 

教職 小・中・高 

担当教員 土岐 玲奈 単位数 2 

【授業概要】 

本授業では、「社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程」としてのキ

ャリア発達を支えるキャリア教育について扱う。 

小・中・高等学校における、個別の生徒に対するキャリアカウンセリングの理論とその実際、学級・クラ

スあるいは学校全体としてのキャリア教育のあり方について学び、学校におけるキャリア教育の推進者とし

ての知識やスキルを習得する。キャリア発達に関する、ドナルド・スーパーやジョン・クランボルツ等の理

論、ロジャーズのカウンセリング理論を理解する。キャリア教育のあり方とそのゴールについては、現代社

会における労働問題、若者が直面する社会的課題も踏まえた、学校と社会の接続のありかた、学校教育の目

的等についても取り上げ、長期的視座に立ったキャリア教育のあり方についての理解を深める。キャリア及

びカウンセリングの理論を土台として、実践上の課題を理解することで、教職等に携わる高度の専門職業人

としての高い倫理観や国際的な視野等を獲得する実践上の指針を獲得する。 

各回の授業では、受講者による発表、質疑や議論を行い、理論と実践についての理解を深める。授業内容

等については、受講者の希望等に即して重点化を行うが、全体を通して授業計画にある内容を扱う。 

【授業の到達目標】 

本授業では小中高校生に対する効果的なキャリア教育（学校としての組織的なキャリア教育、各教

員の行う個別的なキャリアカウンセリング）の実施に必要な理論及び方法の理解と、キャリア教育の

目的、目標を俯瞰的に捉え、理解することを目的とする。 

そのために各種の理論を理解し、学校段階に応じたキャリア教育の目的と具体的方法を理解し、習

得する。 

【授業の形態】 

メディア授業の実施【あり】 

＜授業の特徴＞（主に実施に◎、実施に○を付けてください） 

形態 実施 具体的に実施すること 

講義 ○ 各授業回の議論に必要な知識・情報等について講義 

グループワーク・質疑 ◎ 受講者全員による各授業回テーマの議論 

演習   

プレゼンテーション ◎ 各授業回で受講者による発表 

制作   

その他 

（           ） 
 

 

 

【授業計画】 

回 内  容 

1 ガイダンス－キャリア教育とは何か 

2 キャリア教育とキャリアカウンセリングの概要 

3 キャリア教育の理論１－ドナルド・スーパーを中心に 

4 キャリア教育の理論２－ジョン・クランボルツを中心に 

5 キャリアカウンセリングの理論 

6 キャリア支援に生かすカウンセリングの理論－カール・ロジャーズを中心に 

7 キャリア教育と子どもの学び 



8 発達段階に応じたキャリア教育 

9 キャリア教育の実際 

10 キャリア教育と能力観 

11 学校教育の職業的レリバンス 

12 学校教育と社会的自立 

13 困難を有する若者の社会的移行とキャリア 

14 シティズンシップ教育とキャリア教育 

15 臨床的キャリア研究の方法論 

試験 

【履修上にあたっての準備】 

授業内容に関わる受講者自身の問題関心や体験・経験について整理しておくこと。 

【授業外学修（予習・復習）】 

授業内で決定する課題発表の準備を行うこと。各授業後には、レポート試験を見据え、発表や授業

の内容についてまとめておくこと。 

【評価方法】 

レポート試験（30％）、課題発表とそのまとめの提出（50％）、授業内課題（コメントシート）（20％）

で判定する。 

【教科書】 

なし（必要に応じて資料を配布する） 

【参考図書】 

小野善郎・保坂亨編著(2012)『移行支援としての高校教育―思春期の発達支援からみた高校教育改革

への提言』福村出版。 

菊地栄治(2012)『希望をつむぐ高校』岩波書店。 

保坂亨(2010)『いま、思春期を問い直す―グレーゾーンにたつ子どもたち』東京大学出版会。 

本田由紀(2009)『教育の職業的意義』筑摩書房。 

渡辺三枝子(2018)『新版 キャリアの心理学 第 2版』ナカニシヤ出版。 

学習指導要領及び解説（小学校・中学校・高等学校）：文部科学省 

その他、授業内でも関連図書を紹介する。 

 


